
「野菜たっぷり 350」運動　宣言

　国民の健康づくり運動である「健康日本 21」では、野菜の摂取量の目標

値を1日350ｇ以上としています。しかし、平成19(2007)年の中間評価では、

267ｇと、達成できていない状況にあります。

　社団法人日本栄養士会では、国民の食生活・栄養に起因する課題に適切に

対応し、その技術・学術をもって、国民が健康で生き生きとした生活を過ご

せるように努めることを、社会的責務と考えています。そこで、野菜の摂取

量の増加に焦点を絞り、「野菜たっぷり 350( サン・ゴー・マル )」運動として、

「野菜を食べよう」キャンペーン活動を全国的に展開していきます。

１．国民が、1 日の望ましい野菜摂取量 350g を知り、摂取できるように

取り組みます。

１．地域住民が、地域の特徴を生かした野菜の摂取方法を実践できるように

取り組みます。

１．特定給食施設等において、栄養支援や食事提供を通して、野菜摂取の

増加を図ります。

１．厚生労働省、農林水産省等の事業に積極的に協力するとともに、関係

団体、企業との協働により、野菜摂取量の増加に取り組みます。

　平成 22年 8月 31日

社団法人 日本栄養士会 会長

中 村  丁 次

サン・ゴー・マル

野菜の日である8月31日がある8月をキャンペ
ーン強化月間として、事業を集中して実施し

ます。農林水産省が実施している夏ベジプロジェク
トにも、参加しています。

キャンペーン強化月間の設定キャンペーン強化月間の設定

野菜の機能性を盛り込んだ「ヘルシーダイアリ
ー」を、（株）ヤクルト本社の協賛を得て作成

し、「栄養相談･食生活相談」事業で指導媒体として
使用することとしています。

野菜の機能性を盛り込んだ指
導用冊子野菜の機能性を盛り込んだ指
導用冊子

「「ヘルシーダイアリーヘルシーダイアリー」」の作成の作成

野菜の日である8月31日に、ヤクルトホールに
おいて、一般の方を対象に、

を開催します。

野菜を食べよ野菜を食べようう──メタボ撲メタボ撲滅滅──

シンポジウムシンポジウム の開催の開催

野菜の摂取拡大・消費拡大により、生活習慣病
を予防することを目的として、ステートメント

を策定することとしています。合わせて、親しみや
すいキャッチフレーズを作成し、

で発表します。

野菜を食べよ野菜を食べようう ──メタボ撲メタボ撲滅滅──

に関するステートメントの策
定に関するステートメントの策
定

※この他にも、日本栄養士会・都道府県栄養士会で、さまざまな事業を展開することとしています。
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"もっと知りたい「野菜と

植物性乳酸菌」

セミナー"の開催
"もっと知りたい「野菜と

植物性乳酸菌」

セミナー"の開催

道府県栄養士会の協力を得て、全国10会場
で、カゴメ(株)の後援により、"もっと知りた

い「野菜と植物性乳酸菌」セミナー"を、本会会員
を対象として開催します。

都

「「栄養相談栄養相談･･食生活相談食生活相談」」の実施の実施

理栄養士による「栄養相談･食生活相談」事業
を、キャンペーン強化月間である8月を中心

に、14都府県栄養士会の協力を得て、㈱ヤクルト
本社の協賛により、全国で実施します。

管


